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この印刷物が不要に
なれば「雑がみ」として
古紙回収等へ！

公益財団法人  京都市景観・まちづくりセンターは
環境負荷低減に努めています。

令和2年度賛助会員募集中！

公益社団法人　京都市観光協会

　このコーナーでは、京都のまちづくりに取り組む企業・団体をご紹介します。今回は、長年当財団の賛助団体として、京都ならではの観光資源を
活用した事業実施や観光情報の発信等、京都の観光振興を推進されている、公益社団法人 京都市観光協会です。担当部長の嵯峨亜希子さんに、
新型コロナウイルスの感染拡大下での様々な取組についてお話を伺いました。

自宅にいながら京都の魅力を感じてもらう
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※センターへお越しの場合は公共交通機関をご利用下さい。
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Facebook入会をご希望の方はまちセンにお問合せいただくか、
ホームページをご覧ください

賛 助 団 体 の 皆 様

公益財団法人
京都市景観・まちづくりセンター

「また来たい」と感じてもらえる京都をめざして

　新型コロナウイルスの影響は京都でも非常に大きく、日本人宿泊客数は回復しつつ
あるものの、外国人宿泊客数は依然0に近い状態です。そんな中でも、遠方や海外の皆様に
京都の魅力を感じていただけるよう、「Stay Home, Feel Kyoto」というサイトを
立ち上げています。禅や京料理等、京都ならではの文化を動画等で紹介することで、京都
への期待値を高めていただくための取組です。

誰もが安心して過ごせる街をめざして

　感染拡大の初期段階では、まず事業者に必要な支援として補助金等の施策を進めてきました。現在は事業者による衛生対策徹底のPRや、事前
予約による来訪者の分散化等を実施しながらお客様をお迎えしています。
　一方、旅行者に知ってほしい旅のエチケットとして、「京都まちけっと」をJT（日本たばこ産業株式会社）と共同で考案しました。事業者と旅行者
への十分な注意喚起により、京都で暮らす市民の不安を軽減し、誰もが安心できる街を目指しています。

コロナ禍終息後を見据えたアクション

　アメリカの旅行雑誌「コンデナスト・トラベラー」にて、京都が世界第１位の人気都市として選出され
ました。注目を浴びるのは喜ばしいですが、旅行者数の増加よりも、京都の文化や歴史的背景・ストー
リーを深く理解してもらい、「また来たい」と感じていただくことが重要です。今後デジタル化が進んでも、
五感をくすぐるリアルな体験の需要や価値は更に高まると思われます。コロナ禍終息後に安心して
京都の街を楽しんでいただけるように、今だからこそできる準備をしっかりと行っていきたいです。

公益社団法人 京都市観光協会（DMO KYOTO）
HP　https://www.kyokanko.or.jp/　京都まちけっと　https://www.kyokanko.or.jp/withcorona/newmanner/
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※2020年10月1日、嵐山まちづくり協議会が作成した「嵐山景観づくり計画書」が京都市から認定を受けました。

公益社団法人京都市観光協会　嵯峨亜希子さん

嵐山景観づくり計画書が
認定されました。

Stay Home, Feel Kyoto
（日） https://ja.kyoto.travel/feelkyoto/
（英） https://kyoto.travel/en/feelkyoto/
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嵐山景観づくり計画書が認定されました！

　嵐山には風致地区等の規制がありましたが、地域の景観にそぐわない建物や看板が建ってしまうことも
ありました。その理由として、当時は計画段階で地域と協議をする制度がなかったことが挙げられます。
それでも現在の協議会メンバーは、まちセンが派遣する景観づくりの専門家のサポートを受けつつ、地域の
声を事業者に届けようと尽力してきました。それを足掛かりに、計画段階から地域の思いを反映させられる
仕組みを作るため、地域景観づくり協議会を立ち上げ、嵐山のあるべき姿とは何かを議論してきました。

　10年以上にわたる活動の積み重ねが実り、嵐山
景観づくり計画書が京都市から認定を受けました。
他の地域の計画書と比べ、自然との調和を前面に
押し出していることが特徴と言えます。
　今回計画書が認定されたことで、対象エリア内で
意見交換が義務づけられ、よりよい景観づくりの
ために地域と事業者で話し合うことができるように
なりました。

　地域景観づくり協議会とは、地域の思いや方向性の共有、そして地域と
その地域で建築等をしようとする人の協働による景観づくりを目的
とした制度です。
　この制度によって、協議会の活動区域の景観の保全・創出の方針を
まとめた「地域景観づくり計画書」が2020年12月現在、11の地域で
京都市の認定を受けています。
　「地域景観づくり計画書」が認定された区域で建築や看板設置等を
しようとする時には、計画内容について協議会と意見交換をすることが
義務づけられます。

　景観って一体、何だろう？そんな疑問を持つみなさまのため、
京都の景観とまちづくりについて学ぶ全3回の連続講座を1月
に開講します。今年度はコロナ禍のため、全てオンラインで
行います。講座の詳細、お申し込みは以下の2次元コードから。

嵐山の歴史

これまでの取組

「嵐山景観づくり計画書」認定
2020年10月

　一連の活動では、嵐山の自然や
歴史的建造物に調和するか、という
ことを常に大事にしてきました。
建物の高さ、色、素材、看板の大きさ、
街並みの連続性、眺望、植栽、ゴミの
処理等気にしなければならないことは山ほどあり
ます。それらを一つ一つ吟味するため、CGアニ
メーションで街並みを再現したり、照明を実験点灯
したり、と大変な手間をかけてきました。でも、そう
いう取組を通して少しでも良いものにしていく
ことが、嵐山の落ち着いた街並みを将来に残すこと
につながると考えています。

協議会　副会長・鳥澤さんから

亀山公園改修への取組
2009～2011年

地域景観づくり協議会制度とは 意見交換の流れ

　地域景観づくり協議会制度を活用している11地域が集まって
できた「京都市地域景観まちづくりネットワーク」と京都市・まち
センが協力し、2020年10月に、
景観に配慮した新型コロナ感染予防
ポスターを作成しました。
　京都市が感染拡大当初に作成
したポスターと比べ、景観を大事に
している地域にもなじむデザインと
なっております。各地域にて貼ら
れておりますので、ぜひ探してみて
ください。

景観に配慮したコロナポスターを作成しました 令和2年度 京都景観ゼミナール 受講生募集中！

建築物等の計画を市へ連絡

該当する地域景観づくり協議会へ連絡

地域景観づくり協議会と意見交換を実施

京都市への意見交換内容の報告

各種景観条例に基づく許認可申請

許可、着工へ

第1回 1/14（木）19時～ 
「景観/景観まちづくりってどんなもの？」
第2回 1/15（金）19時～
「バーチャルまちあるきで景観視点を養おう」
第3回 1/28（木）19時～
「どんな景観まちづくりがふさわしいのか考えよう」

京都を代表する景勝地・嵐山では、「嵐山まちづくり協議会」やその前身組織が中心となって地域の   景観づくりに取り組んできました。
この度、協議会が作成した「嵐山景観づくり計画書」が京都市から認定されましたので、これまでの   取組を振り返るとともに、嵐山のこれからを考えます。

嵐山の将来像（嵐山景観づくり計画書より）
“自然と歴史的建造物が織りなす
  調和を守り生かしていく「まち」へ”
“住民が誇りを持てる「まち」へ、そして
  人々が何度も訪れたくなる魅力を持つ「まち」へ”
“芸術、工芸、食など、
  文化的にも向上させていく「まち」へ”

歌川広重「大日本六十余州名勝図会」1853～1856

保養所新築への取組
2010～2014年

嵐山まちづくり協議会設立準備会発足
2013年　 2018年

嵐山の景観勉強会をスタート
2011年

大堰川の治水への取組
2014年～継続中

嵐山のこれから
　平安時代には天皇家ゆかりの地として知られ、四季折々の姿を見せる嵐山、清流・大堰川、
シンボル・渡月橋、の調和した景勝地として長く親しまれてきました。

おおいがわ

おおいがわ

嵐山まちづくり協議会が
地域景観づくり協議会に認定

計画書認定式　2020年9月

制度が導入されている地域内で義務づけ



KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭2020　アソシエイテッド・プログラム　展覧会「Machiya Vision」

それぞれの「Machiya Vision」に反響

　展覧会「Machiya Vision」は、京町家を仕事場や住まい等とされて
いる方々にインタビューし、写真と映像作品によって、都市住宅としての
京町家の魅力と可能性をお伝えし、好評のうちに閉幕いたしました。
フェイスブックやインスタグラムのフォロワーを約1.5万人有する
KYOTOGRAPHIEに、SNSでの発信にも協力いただきました。当財団の
取組や京町家のことを新たに知って下さった参加者も多数いらっしゃ
います。
　展覧会は閉幕しましたが、「Machiya Vision」特設ホームページでは、
現在も作品のもとになった、18組のインタビュー動画のロングバー
ジョンをご覧いただくことができます。ロングバージョンのインタ
ビュー映像では、インタビューを受けてくださった皆さんの京町家
への深い想いと、通常は見ることができない京町家の内部の様子を、
展示映像よりも更に充実した内容でご覧いただけます。併せて、特設
ホームページでは、展覧会場の360度ビューも公開していますので
展覧会の雰囲気を追体験していただけます。
　展覧会終了後も引き続きお楽しみいただける「Machiya Vision」。
ぜひ一度、特設ホームページをご覧ください。

　KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭では、毎年、
京都の町家を会場に写真展を開催し、京町家の
魅力を国内外の来場者へ発信しています。
　このMachiya Vision展を、京都市景観・まちづくり
センターとのコラボレーションで開催できたこと
により、京町家についてさらに深く理解し、また、
京町家が置かれている状況を展覧会全体を通して
体験することで、ハードとしてだけの京町家では
なく、その中で営まれているソフトとしての暮らしの
文化の重要性、京町家が持つその多様な魅力を
改めて来場者へ発信できたと思います。
（KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 プロジェクト
マネージャー 玉置 慎輔）

　日当たりの良いこの路地は、昔から子どもにとって格好の遊び
場でした。今でも高齢者世帯から子育て世帯まで幅広い年齢層が
住まわれ、町内活動への参加や隣近所のお付き合いをされていま
すが近隣のホテル建設や観光地化が進む中で、地域コミュニティ
の共助を大切にしたい、この路地の居住空間を安心して子育てが
できる場にしたい、という想いを所有者は再認識されました。

展覧会「Machiya Vision」開催概要

開催期間 ： 令和2年9月3日（木）～9月30日（水）　　時　　間 ： 午前10時～午後9時半（最終日は午後6時まで）
会　　場 ： 大垣書店 京都本店 イベントスペース　－催－  （京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78 SUINA室町1F）
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令和元年度改修助成選定事業　通り景観の修景

制度も新たに再スタートした京町家まちづくりファンド
　京町家まちづくりファンド（以下、ファンドという。）は、寄附者や関係者のご協力のもと、京都固有のくらし・空間・まちづくりの文化
の継承と発展等を目的に、平成18年度からこれまでに89件の京町家の外観改修を支援してきました。
　平成30年に京町家条例（京都市）が施行されたことに伴い、様々な改修助成制度が整備されたため、ファンドは独自の展開を模索しま
した。令和元年度より、ファンド設立の理念に立ち返り、一層の地域コミュニティへの貢献、暮らしの文化を継承する活用・取組の要件に
重点をおいて選定をしています。その特色の一つとして、通り景観の修景への助成に注力し、「五条坂なかにわ路地」、「吉田神楽岡旧谷川
住宅群」の2件を選定しました。今回は「五条坂なかにわ路地」の改修事業についてご紹介します。

路地は今も昔も子どもの遊び場
　所有者は京町家等継承ネットで開催した相談会に参加され、
将来にわたって賃貸活用していくために、ご親族と検討を続けて
こられました。長年、各戸がそれぞれに改修し、部分的な修繕を
重ねてきましたが、躯体の傷みもあり抜本的な改修が必要でした。
この路地をしっかりとした資産として次世代へ残すべく、一念
発起し路地全体の改修計画に取り組まれることとなりました。

受け継いだ京町家を次世代へ

所有者の想いをサポート

　路地の風情を醸し出す出格子ですが、低い採光性や画一的な
外観に抵抗を感じるというご意見がありました。そこで、可動式の
出格子として、基本的な外観は保ちつつ、現代の生活にも応える
機能と個々の住人の方の住まい方が外に表われる外観を備えた
デザインを、設計者と大工さんにチャレンジしていただきました。
出格子の屋内側には土間と障子を合わせて配置し、屋外と屋内の
つながりを調整できる空間を設けています。最も建築当初の意匠を
残す1軒を参考に、全体の修景を施しています。
　継承のため改修や活用に踏み出した所有者、長期間の工事に協力
いただいた入居者の皆様を、当財団はこれからも応援いたします。

住みやすさへの工夫

新生 京町家まちづくりファンドの挑戦！

「五条坂なかにわ路地」～多世代居住の子育て路地として～ 　当財団では、令和2年9月にKYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭との共催で、展覧会「Machiya 
Vision」を開催しました。コロナウイルス感染対策を行う中での展覧会。「Machiya Vision」は
閉幕後の今も、京町家の都市住宅としての魅力と可能性をお伝えし続けています。

関 係 図
（設計）大庭徹建築計画
（施工）光田工務店
（実習）京都建築専門学校

（研究・設計）森重幸子（京都美術工芸大学）
（助言）髙田光雄（京都美術工芸大学）
　　　大場修（京都府立大学）

（助言）吉田光一（京町家相談員）

  設計者・
施工者

五条坂なかにわ路地

展覧会「Machiya Vision」特設ホームページ ： http://kyoto-machisen.jp/machiya-vision/

世界屈指の文化都市・京都を舞台に開催される、日本でも数少ない国際的な写真祭。
詳しくはホームページ（https://www.kyotographie.jp/）をご覧ください。

KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2020について

合計20台のデバイスが一つの映像作品をつくりあげました。小型のデバイスが
設置されている台は、解体された京町家の柱の古材を再利用。

展覧会場の様子

パネル展示では、京町家が置かれている
厳しい状況や京町家の魅力について解説。

パネル展示の様子

展覧会場では、大垣書店のご協力
により京町家に関連する書籍も
展示・販売いたしました。

書籍販売の様子

9月2日に開催された招待者・関係者向けの内覧会の様子。
多くの方にご参加いただきました。

内覧会の様子

学識者

居住者

不動産
（賃貸アドバイス）

所有者
（維持・継承）

● ファンド
● 公的助成
● 融資

資金調達

Before After

　路地に面して8軒、本二階建て4軒長屋が向かい合わせに
建っており、全体の外観改修と空き家になった3軒の内部改修には、
助成金の利用や資金調達、老朽化した長屋を健全化する改修
技術をもつ工務店が必要でした。当財団は所有者のご希望を伺い
ながら、多角的に設計、施工、不動産活用の立場の専門家を募り、
学識者にも参画いただきサポートを行いました（関係図）。京都
建築専門学校の講師である光田彰棟梁が施工を担当したご縁で、
学生達の実習の場として技術者育成にも活用されました。改修中
から入居者募集を始め、幸いなことに3軒とも工事完了を待たずに
入居者が決まりました。

KBS京都による取材の様子。
その日のうちにテレビにて
ニュースとして放送されました。

ＴＶ取材の様子

KYOTOGRAPHIEより



－伝統的な建築に興味を持ったきっかけ
　30代になった頃から、日本の伝統的な建築の魅力に惹かれ始めました。ちょうどその頃、同じ研究室に古民家の活用
事例を研究しているグループがあって、その議論を通じて民家の土間空間に魅力を感じるようになりました。京町家
のハシリもそうですが、屋根のある土間空間の内部なのに外のような、空間の包容力に可能性を感じています。
　2014年に家族の転勤をきっかけに東京から引っ越してきました。せっかく長い歴史のある京都に住むのだから、まちの
成り立ちや伝統的な建築などについて改めて勉強したいと思い、「京都市文化財マネージャー育成講座」を受講しました。

－近郊農村の農家住宅に注目
　長谷川家住宅は、京都駅から歩いて行ける便利な立地にあるにもかかわらず、見学者はそれほど多くありません。京都は
街中に数多くの歴史的な建造物が残っているので、京都市内では珍しいこともなく、目立たない存在なのかもしれません。
でも、京都以外であれば地域の名所になりそうな立派な建物が注目されないのはあまりにももったいない！と思いました。
また、東九条地域には長谷川家住宅と類似した農家型の住宅が点在しており、地域の文化として何か情報発信できないか、
と考えました。

－長谷川歴史・文化・交流の家との関わり
　現在、東九条にある築約280年の農家型住宅「長谷川歴史・文化・交流の家」（長谷川家
住宅）の事務局として運営をお手伝いしています。文化財マネージャーとして、展覧会の
お手伝いで初めて長谷川家住宅を訪れたとき、立派な大梁が架かる広い土間空間の
迫力に魅了されました。京都駅からすぐ近くにこのような住宅が残っていることに驚き、
また、所有者の中川名津さんと聰七郎さんが建物の維持・活用に奮闘されていることを
知り、何かお手伝いができないか、ということで事務局に参加させていただくことに
なりました。

－地域の新たな魅力を発掘する
　大学のゼミで、学生たちと一緒に東九条地域の
農家型住宅の分布状況と間取りの地域的な特徴に
ついて調査しました。また、2018年には南区の補助金
を利用して、京都駅から伏見へつづく竹田街道周辺を
歩いて楽しめるような「竹田街道お散歩マップ」を作成
しました。ゼミの学生にイラストを描いてもらい、観光
案内所などでも配布してもらいました。その他にも、
授業の中で長谷川家住宅の活用提案や、設計課題と
して旧陶化小学校跡地の活用計画に取り組むなど、
若い人たちのアイデアや発想を地域の新たな魅力に
つなげることができないか模索しています。
　今年度は、同じ南区の吉祥院地域や上鳥羽地域と
いった市街地周辺部の近郊農村に残る伝統的な建築
の分布を調査中です。
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第19回 地域まちづくり・京町家の専門家紹介

京都の近郊農村に残る農家住宅の魅力を発掘する

是永 美樹氏 京都女子大学家政学部生活造形学科 准教授
これなが みき

　東京工業大学大学院修了。東京工業大学助教を経て2018年度より現職。居宅として京町家を購入し、
現在改修工事中。一般財団法人長谷川歴史・文化・交流の家事務局。京町家カルテ調査員。京都市文化財
マネージャー。

今回は

  この
方！

当財団は多くの専門家の方々のご協力のもと、地域のまちづくりや京町家の保全・再生に関わる事業を行っています。このコーナーでは、
京都のまちにかかわる専門家の方々をご紹介しています。今回は、設計指導のかたわら地域に残る伝統建築の調査に携わる大学の
先生をご紹介します。

学生がイラストを描いた「竹田街道お散歩マップ」

京町家で見つけた「日本」

田房 夏波 氏田房 夏波 氏

漫画家、イラストレーター。1966年、京都市生まれ。壬生
の地で生まれ育つ。現在は京都府亀岡市在住。京都が
舞台の著書多数。「京都人グ  の京都知らず」を収録
した『グレさんぽ  猫とかキモノとか京都とか』、文庫本
『京都深ぼりさんぽ』が発売中です。

編 後集 記

著者 ： グレゴリ青山

　私が初めて嵐山を訪れたのは、今から13年前、中学校の
修学旅行でした。当時は時間に余裕がなく、天龍寺を訪れた
だけで帰ってしまいました。
　そんな私ですが、現在はまちづくりコーディネーターとして
嵐山まちづくり協議会のサポートをしております。毎月の会合
では直近の課題に関する内容が中心になりますが、今回の
取材を通して、議論の背景にあった出来事や熱意に触れる
ことができ、私もそれに応えねばと気が引き締まりました。
　嵐山まちづくり協議会の活動は、ようやくスタートライン
に立ったところです。厳しい情勢ではありますが、今活躍して
いる方々や先人達の熱意に思いを馳せながら、嵐山を
訪れてみてはいかがでしょうか。（川崎）

私と京都

　大阪府枚方市で生まれ育った私は、伏見にある
京都教育大学附属高校で過ごした3年間を含めて
振り返ってみても、「京都」を強く意識することがな
いまま大人になりました。そんな私にとって大きな
転機となったのは、2015年。四条烏丸からほど近い
松原室町東入にて、“0歳からの伝統ブランドaeru”
の店舗「aeru gojo」の立ち上げに携わったことでした。
　「aeru gojo」は、明治4年創業の糸六さんが大切
に受け継いでこられた、築100年を超える京町家の
道路に面したスペースを間借りして、店舗と事務所
を設けさせていただいています。大家さんである
糸屋の「糸六さん」は、今も変わらずこの京町家で
暮らし、絹糸を販売するお商売を営んでおられます。
この5年間、糸六さんと一つ屋根の下でともに過ごす
中で、驚くことがたくさんありました。私が勝手に「失
われた」と思っていた日本が、そこにあったのです。

　糸六の五代目当主・今井登美子さんは、私の母と
同世代。お休みの日に着物を着て、楽しそうにお出かけ
される姿をよく見かけます。母の着物姿は冠婚葬祭
でしか見たことがありませんでしたが、「今日は秋ら

しく稲穂の描いてある帯を」といった楽しみ方をされ
る姿を見て、私も着物で出かける機会を持つように
なりました。また、毎月17日は月命日だそうで、お寺
さんがお経を上げにいらっしゃいます。お仏壇の
ない現代的な家庭で暮らしてきた私には、そもそも
「月命日」という言葉自体が新鮮です。
　その他にも、季節ごとに変わるしつらえや、町内の
神社の前にきゅっと自転車を停めてお参りされ
る姿。祇園祭のお神楽がくるのを今か今かと待つ
時間。そんな場面に出会うたび、京町家の建物その
ものの存在に価値があることはもちろんですが、
そこに暮らす方々の営みも含めて尊いのだと強く
感じます。

　このような文化的に豊かな暮らしは、京都や京町家
に暮らす方々だけで受け継ぐものではないはずです。
現代的な生活の中でも、着物を楽しんだり、ご先祖様
に手を合わせて心を落ち着けたり、季節の移ろいを
愛でたりできる。豊かな日本の文化を私自身も楽し
みながら、京都で学ばせていただいたことを広く
伝えるために取り組む日々です。

　嵐山に行った一番古い記憶が、小学生の時

渡月橋の近くに夜釣りに行ったこと。その次が

中学生の時で、中学生ながらそのしっとりと

した風情に感激した記憶が。思えば、まだバブル

前のタレントショップもキャラクターグッズ

店もなかった時代。どちらも今となっては

貴重な体験です。

立派な梁が架かる
長谷川家住宅の土間空間

株式会社和える 西日本事業責任者・京町家まちづくりファンド委員会委員


